
「
ウ
ダ
」
と
い
う
地
名

　
『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』、『
万
葉
集
』

に
は
、「
ウ
ダ
」
と
い
う
地
名
が
多
く
登
場

し
ま
す
。古
代
の「
ウ
ダ
」は
現
在
の
宇
陀
市
・

宇
陀
郡
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
漢

字
で
は
、
宇
陀
・
菟
田
・
宇
陁
・
宇
太
・
于
太
・

宇
多
・
于
陁
・
于
囊
・
宇
田
な
ど
と
様
々
で
す
。

　
「
ウ
ダ
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が

あ
り
ま
す
。「
ウ
タ（
大
田
）」で「
広
い
台
地
」

と
い
う
意
味
、「
ア
タ
（
阿
田
・
阿
多
・
阿
陁
）」

で
「
農
耕
に
適
し
た
地
域
」
と
い
う
意
味
な

ど
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
土
地
に
関
係
し
た
事
柄
が
「
ウ
ダ
」
の

語
源
の
よ
う
で
す
。

　
「
宇
陀
郡
」
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
み
え
る

郡
名
で
、
大
和
国
十
五
郡
の
ひ
と
つ
で
す
。

菟
田
県
（
う
だ
の
あ
が
た
）
を
そ
の
前
身
と

し
て
い
ま
す
。

　
『
続
日
本
紀
（
し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ
）』
で
は
、

慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
に
八
咫
烏
社
を
「
大

倭
国
（
大
和
国
）
宇
太
郡
」
に
置
き
、
こ
れ

を
祀
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
八
咫
烏
神
社
の
は

じ
ま
り
が
、
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
銅
六

年
（
七
一
三
）
に
は
、「
大
倭
国
宇
太
郡
波

坂
郷
の
人
、
大
初
位
上
村
君
東
人
、
銅
鐸
を

長
岡
野
の
地
に
得
て
献
る
。
高
さ
三
尺
、
口

径
一
尺
。（
以
下
略
）」
と
あ
り
ま
す
。
大
き

な
銅
鐸
が
「
大
倭
国
宇
太
郡
波
坂
郷
の
長
岡

野
」
で
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
日
本
最
初
の

空から見た「宇陀」

銅
鐸
発
見
の
記
録
で
す
が
、残
念
な
が
ら「
波

坂
郷
」
や
「
長
岡
野
」
の
場
所
は
、
特
定
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
城
宮
か
ら
出
土
し
て
い
る
木
簡

の
な
か
に
も
「
宇
太
郡
」
と
書
か
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
は
、
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ

り
近
代
の
郡
と
し
て
改
め
て
発
足
し
ま
す
。

当
時
の
所
属
町
村
は
、
松
山
町
と
榛
原
・
神

戸
・
政
始
・
伊
那
佐
・
内
牧
・
宇
太
・
宇
賀
志
・

室
生
・
三
本
松
・
曽
爾
・
御
杖
の
各
村
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
宇
太
郡
（
宇
陀
郡
）
の
記
録

は
、
古
く
か
ら
あ
り
、
今
の
郡
名
や
市
名
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

元
旦
の
「
元
」
は
、
初
め
の
意
。

　

元
旦
の
「
旦
」
は
、日
が
「
太
陽
」、

そ
の
下
の
横
棒
が
「
地
平
線
」
を
表

し
、
地
平
線
か
ら
見
え
る
日
の
出
や

朝
を
意
味
し
、
元
旦
と
は
、
年
の
「
最

初
の
朝
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

年
の
初
め
に
、
前
の
年
を
無
事
に

過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
家
族
や

自
身
の
「
健
康
」
を
祈
念
す
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

太
古
か
ら
、
人
は
健
康
や
長
寿
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
物
が

あ
ふ
れ
、
便
利
に
な
っ
た
今
日
で
も
、

人
が
健
康
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、

容
易
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
私
達
は
、
健
康
で
い
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

意
外
に
「
よ
く
体
を
動
か
し
、
よ
く

食
べ
、
よ
く
眠
る
」
こ
ん
な
一
見
単

純
な
こ
と
が
、
人
間
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
で
大
切
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
体
を
動
か
し
た
り
、
本
を

読
ん
で
、
自
ら
の
健
康
を
見
つ
め
直

し
、
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
努
力
す

る
こ
と
も
、
人
が
よ
り
よ
く
生
き
て

い
く
上
で
、
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、「
健
幸
（
け
ん
こ
う
）」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
据
え
、
健

康
・
長
寿
の
市
を
実
現
す
る
た
め
、

身
体
面
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
生
き

が
い
を
感
じ
、
安
心
し
て
豊
か
な
生

活
を
送
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
市
民

の
誰
も
が
健
康
で
幸
せ
と
思
え
る
ま

ち
「
健
幸
都
市 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

宇
陀
市
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
一
日
の
計
は
朝
に
あ
り
。
一
年
の

計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
よ
く
体
を
動
か
し
、
よ
く
食
べ
、

よ
く
眠
る
」
こ
と
を
心
が
け
、
規
則

正
し
い
リ
ズ
ム
で
生
活
す
る
こ
と
は
、

気
持
ち
が
前
向
き
に
な
り
、
心
身
が

健
康
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
自
尊
感

情
が
高
ま
る
こ
と
で
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
と
し
て
、
自
分
も
他
人
も

大
切
に
し
、
絆
を
深
め
た
り
、
あ
た

た
か
い
家
庭
や
良
好
な
人
間
関
係
を

築
い
て
い
く
上
で
も
、
重
要
で
す
。

　

今
年
、
そ
ん
な
素
敵
な
年
に
し
ま

せ
ん
か
。

 

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り


